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授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Ｌカリ, ２０２１Ｌカリ, ２０２０Ｌカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】変容する社会を冷静に分析し、時 現代社会が抱える自然環境（特に生態系と生物多様性）の課題
流に迎合することなく価値判断できる批判力 に対し、社会科学と自然科学の学際的視点から解決する力を養

う。また、持続可能な自然資源の利用に向けて主体的に考え、
実践できる能力を身につける。

⇔

２０２６Lカリ, ２０２５Ｌカリ, ２０２４Lカリ, ２０２３Ｌカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】人文学部人文学科の学士（文学） 現代社会が抱える自然環境（特に生態系と生物多様性）の課題
の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力が身についている。 に対し、社会科学と自然科学の学際的視点から解決する力を養
【思索力・受容力・批判力】 う。また、持続可能な自然資源の利用に向けて主体的に考え、

実践できる能力を身につける。

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】必要な情報を的確に収集し、理解 現代社会が抱える自然環境（特に生態系と生物多様性）の課題
し、発信する力が身についている。【メディアリテラシー・コ に対し、社会科学と自然科学の学際的視点から解決する力を養
ミュニケーションリテラシー・外国語能力】 う。また、持続可能な自然資源の利用に向けて主体的に考え、

実践できる能力を身につける。

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的学力を基盤とし、持続可能 現代社会が抱える自然環境（特に生態系と生物多様性）の課題
な社会を実現するための課題に取り組む力が身についている。 に対し、社会科学と自然科学の学際的視点から解決する力を養
【開拓力・企画発想能力】 う。また、持続可能な自然資源の利用に向けて主体的に考え、

実践できる能力を身につける。

⇔

授業で学べる「テーマ」 地域運営、環境共生、防災減災

全学横断特別教育プログラム 環境マインド実践人材養成コース

授業の概要 世界の人口は増加し続け，地球上の自然環境資源は大量に消費されています。環境問題への関心は高まっ
ていますが，思い込みや情報不足により見過ごされる課題も多く存在します。本授業では，自然環境，特
に生態系や生物多様性に関する自然科学的・社会科学的な基礎知識を学びます。メディアで取り上げられ
る最新の環境問題を読み解きながら，実社会とのつながりを意識した学びを深めます。

授業計画 1. 身近な環境問題
2. 環境問題の変遷と人口問題
3. 世界と日本の自然環境
4. 生態系の多様性と物質循環
5. 種の多様性と種間相互作用
6. 遺伝子の多様性と進化・自然淘汰
7. 絶滅危惧種とその保全の取り組み
8. 外来種問題と自然再生の取り組み
9. 生態系サービスとその持続可能性
10. 生物多様性の主流化
11. 生物多様性と経済活動
12. 里地里山における自然共生
13. 森林の生態系における自然再興
14. 河川・海の生態系における自然再興
15. 都市生態系における自然実装、授業アンケートの実施
期末試験

成績評価の方法 授業レポート（15回分，必須，50点），中間レポート（必須，20点，冬期休業前提出），期末筆記試験（
必須，30点）の合計により評価する。期末筆記試験では，専門用語の暗記よりも正しく現象を理解・説明
することを重視し，配布資料の持ち込みを許可する。

成績評価の基準 専門用語を用いて現象を適切に説明できれば「水準にある」，身近な環境課題に対して意見を述べること
ができれば「やや上にある」，他者に対して問題解決のためのアイデアを提案をすることができれば「か
なり上にある」，これまでにない新しい視点で環境課題を再構築できれば「卓越している」。

事前事後学習の内容 事前学習：授業内容を復習するとともに，自然環境に関するニュースや新聞などの最新の情報を積極的に
収集する。
事後学習：授業内容の理解を確認するため毎授業後に意見・感想レポート（必須），質問（任意）を提出
する。意見・感想レポートは受講者全員と共有する。質問に対しては翌回の授業内で解説する。

履修上の注意 欠席，遅刻，早退等の場合は事前に連絡すること。授業はすべての回に出席することを基本とし，授業の
達成目標に到達するためには12回以上の出席が必要。

質問、相談への対応 e-mail（mkonishi＠shinshu-u.ac.jp，＠を半角にしてください）等で随時受け付ける。

教科書 指定しない。プリントを配布する。



参考書 鷲谷 いづみ・後藤 章（2018）『新版 絵でわかる生態系のしくみ (KS絵でわかるシリーズ)』，講談社，
ISBN-13：978-4065140963
鷲谷 いづみ・後藤 章（2018）『絵でわかる生物多様性(KS絵でわかるシリーズ)』，講談社，ISBN-13：
978-4061547827


